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【奈良育英学園創立 100 周年に寄せて】
な ら いくえいがくえん

今年、奈良育英学園が創立 100 周年を迎えました。一世紀、その間にそこで学び、

育ち、やがて巣立っていった学生は一体どれくらいいるのでしょう。

今、私の手元には【奈良育英学園の百年】という創立百周年の記念誌があります。

それを見れば、いえ、見なくても、きっととても多くの学生がそこで様々な青春時

代を過ごしたであろうことが、脳裏にありありと浮かびます。何故なら、既にご存

じの方も多いでしょうが、例えば私や妻のさえこ、さらには私にとって学生時代か

ら現在まで変わらず親しい友人であり、今では世界的に活躍する画家でもある松田
まつ だ

大児くんや、無念にも若くしてこの世から巣立っていった、松田大児くんと同じく
たい じ

古くからの友人であり、また町会議員であった父と同じく、私にとって政治家とし

ての先輩でもあった鍵田 忠 兵衛くんなども、その大勢の中の一人だったからです。
かぎ た ちゆう べ え

そして現在、私はかつて鍵田忠兵衛くんを通じて参加した奈良育英学園の同窓会

（ 英 会）で、3 年前から副会長の役を任されており、形は違えど母校との繋がり
はなぶさ

は今も尚、続いています。

しかし、正直に言いますと、私は―英会の一員でありながら、つい最近まで自ら

の母校の歴史についてまるで詳しくありませんでした。

「そこは、自分達がかつて青春時代を過ごした高校」

育英学園は私にとってまさしくそうであり、またそれで構わないと考えていまし

た。

でも、学園が創立から一世紀の時を経た記念に、学園の歴史をさらに後世へと伝

える為の「絵本」を作るという話が持ち上がった時―私が育英出身の画家として松

田大児くんを紹介したのですが、それをきっかけにして、私は今年、まるでその百

年間を倍速で泳いだ"学生"のように、古い物語を学び、新しい物事を知るという、

とても貴重な経験を重ねました。

記念絵本は、奈良育英学園創立者である藤井高蔵と、その妻ショウの物語として
ふじ い たかぞう

幕を開けます。

とてもりりしい美青年であり、政治家としてのスタートを切ったばかりであった

高蔵と、その妻であり、またもとより教職を志して実際に教師としての経験も積ん

でいたショウは、ある日、奈良基督教会の吉村大次郎牧師から、こんな相談を受け
よしむらだい じ ろう

ました。

「教会を母体として運営されている『奈良育英学校』の廃校が決まったのですが、
な ら いくえいがつこう

この由緒ある建物を取りつぶしてしまうのは、どうにも忍びない。何とかお力添え

を頂けませんでしょうか」

まだまだ男女の扱いに大きな差があった時代、最初にこの話へ関心を示したのは、

夫の高蔵よりも、むしろ妻であるショウの方だったそうです。そしてまた高蔵も、

かねてより女子教育に並々ならぬ関心のあったショウの強い熱意に背中を押され、

それからは時にくじけそうになるショウを叱咤激励しながら、遂には夫妻で「私立
し りつ
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育英女学校」の創立を実現させたのでした。最初の生徒はわずか 17 人、ですが、そ
いくえいじよがつこう

れが今となっては世界中で活躍する卒業生を生み出す私の母校、「奈良育英学園」

の始まりだったのです。

改めて、当時の高蔵やショウ、或いはやがて学校経営を受け継いだ夫妻の子供達

の言葉や、また彼らを支えた多くの人々の手記を見てみますと、学校創立の前段階

からその後までもずっと、夫妻が重ね続けた数多くの苦労と、それ以上に夫妻がい

かに生徒達を愛していたのかが、まるで色褪せることなく感じられます。※夫妻や

その他の人々の演説・手記の内容などは、創立百周年記念誌【奈良育英学園の百年】

の“資料編”にまとめられています。

実際、夫妻は初めての「一年生」である少女達を、単なる最初の生徒としてのみ

ならず、まさしく夫妻の子供達と同じように愛しました。そして特にショウは、や

がて未来に良き妻となり、良き母となるべき「娘たち」の為に、まず彼女自身が今、

良き教師であり、良き母として、実家から通えない生徒を家に住まわせたり、食事

を世話したりと、それはそれは大切に彼女達を見守っていたそうです。

資料編にあるショウの手記を読むと、しかしながらその一方で、実は彼女が内心、

高蔵や、夫妻の実子である息子や娘に対して申し訳なさを抱いていたと知ることが

出来ます。

…良き妻、良き母になるようにと、少女達を育てる学校を作ったものの、それを

守ることに忙殺され、私自身が、夫や息子にとって良き妻、良き母としての十分な

務めを果たせていなかった。その結果、三男の昌彦の病気にも気付けず、彼を死な
まさひこ

せてしまった…

男の身である私には、実のところ、ショウの苦悩の全てを完璧に理解することは

難しいのかも知れません。ですが、それでも、彼女のそんな思いこそが、まさしく

彼女が自らの家族と同じくらい、生徒達へ純粋な愛情を注いでいた証拠であること

だけは分かります。

何故なら、偶然にもショウの三男と同じ「昌」の字を名前に持つ私自身もまた、

かつて一人の恩師の「生徒」であり、「息子」であったからです。

出来上がった高蔵とショウの物語、つまり奈良育英学園の創立の歴史が綴られた

絵本を読み終えた時、私の胸にはある「先生」の顔が浮かんでいました。

「山崎新珖先生」
やまざきしんこう

山崎先生は、「一年生」として育英学園に入学した私にとって最初の英語教諭で、

何より担任の先生でありました。

中肉中背で、四角い顔に銀縁メガネ、そしてハンチング帽。パッと山崎先生と聞

いて思い浮かぶのは、そんな洒落た先生の姿で、またどんな教師だったかと聞かれ

れば、それは私だけでなく妻も全く同じことを答えますが、“気さくな変わり者”

でした。

決して体制に媚びず、己の信念を持ち、生徒の為に行動する。かといって熱血ま
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っしぐらと言うよりも、むしろちょっとだけ女好きで、面白い。ポマードの匂いを

漂わせた大人の男かと思えば、そのくせ車はまるで運転しない。多くの生徒から大

人気の、気さくな変わり者。山崎新珖という人物は、私が初めて出会った当時から、

やがて病に冒され最期を迎えるその時まで、まるで変わることなく生きた人でした。

告白しますと、私はあまり熱心に勉学に励んだ生徒ではありませんでした。でも、

山崎先生が担当していた英語は、成績こそ自慢出来るようなものでなかったものの、

決して嫌いではありませんでした。もとよりサーフィンやアメリカに強い憧れを抱

いていたせいもあるでしょうが、それはきっと彼が私の先生であったと言うのも、

間違いなく大きな理由だったでしょう。

そしてこの事実こそが、後に、私にとって山崎先生が、単なる学生時代の一教師

としてだけでなく、人生に於ける「先生」となるきっかけでもありました。

妻のさえこや、松田大児くん、鍵田忠兵衛くんらと共に高校時代を謳歌した私は、

やがて大学へと進みます。

山崎先生と再会したのは、私が 19 歳の時でした。

今でも覚えているのは、大学から帰ってきた私が地元である田原本の駅に着き、
た わらもと

家への道を一人で歩いていた時、「お、植田か！」と突然に山崎先生から声を掛け

られたことです。偶然にも、山崎先生もまた田原本の近隣に暮らしていたのでした！

いきなりの再会に少しだけ戸惑いつつも、しかし山崎先生の人柄故か、それとも

彼が英語の教師だったからか、気付けば私は当時に抱いていた考えを先生に話して

いました。それは、アメリカへ短期留学をしよう、と言うものでした。

「それじゃ、家に来い！」

山崎先生の反応は、やはりとても気さくなものでした。

初めて先生の自宅へ招かれた私は、そこで先生自身がアメリカで撮影してきた

8mm フィルム―当時、まだビデオや DVD なんてものはありませんでした―を見せ

られ、「ええか、植田。どうせアメリカに行くなら、こういう場所を見て回らなあ

かん」と教えられました。映写機が映し出す画面には、いかにも有名な観光地より

も、むしろアメリカ文化の日常や風俗を感じられる景色こそが並んでいたことを、

今でも鮮明に覚えています。

そして私はその後、実際に大学の制度を利用して、短期間ではありましたが、遂

に憧れであったアメリカの地を訪れ、夢であったカリフォルニアの海でのサーフィ

ンを叶えたり、他にも実に様々な場所を巡ったりと、とても多くの経験を得ること

が叶ったのでした。

ですが、我ながら薄情だと呆れますが、浮かれた若者に特有の前向きさと言いま

すか、単純に忘れっぽさと言いますか、それほどまでにお世話になったにも関わら

ず、私と山崎先生の関係は、それからぱったりと途切れてしまいます。

― 24 年。

私が次に再び山崎先生と出会うまで、それだけの時間が掛かりました。

43 歳になった当時、私は初めての町議会議員選挙への出馬を控えていて、友人や

知人などにその決意を伝え歩いていました。山崎先生もまた、その中の一人でした。
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24 年前と同じ場所で暮らしていた山崎先生は、不義理な“元”教え子を快く迎え

てくれたばかりか、私が立候補の考えを告げると、即答で「なら、俺が手伝ってや

る！」と私の応援を買って出てくれました。そしてその足で私達は、私が運転する

車に二人で乗り込み、田原本在住で、かつ私と同じようにかつて育英学園で山崎先

生から学んでいた彼の“元”教え子達へ会いに行ったのでした。また、さらに先生

はその後も、何とか新人議員として歩み出せた私の初代後援会長であった井岡正徳
い おかまさのり

氏が、自身の県議会議員選挙に集中しなければならなくなったと知った時も、やは

り即座に「なら、俺が次の後援会長になったる！」と二代目後援会長の役を引き受

けてくれたのでした。

さて、前述しました通り、よちよち歩きの“一年生”であった私は、恥ずかしな

がら、議員として何かをしなければならないと言う思いこそ強くあったものの、し

かしいざそれをどうすれば人に伝えられるのか、まるで分かっていませんでした。

「よっしゃ、勉強や！」

そんな不甲斐ない“元”生徒に山崎先生は、一も二もなくそう告げると、再び“

先生”として私の前に立ちました。そして私はおよそ 30 年近い時を経て、再び彼の

“現”生徒になったのです。

演説の仕方、文章の書き方、考えのまとめ方。連日、山崎先生の自宅で教師と生

徒が二人で過ごす時間。当時、私が 43 歳、先生が 66 歳。お互い、見た目は随分と

老けてしまっていましたが、しかしそれはまさしく高校時代の続きでした。「後援

会だより」を作成して、広く人々へ自らの思いや考えを伝える努力をしろと助言し

てくれたのも、先生でした。

また、私が 43 歳の時、つまり 2001 年は、あの悲惨な 9.11 テロがアメリカのニュ

ーヨークで起きた年でもあり、さらには急な病により私の父が他界した年でもあり

ました。

私は、それからことある毎に、山崎先生に呼び出されては多くのことを教えられ

たり、色々なことを学ばされたりました。それはもう、私の議員生活や、田原本町

民としての日常などにまるで関係ないことも珍しくありませんでした。いつしか、

或いはもうとっくに、私と先生は単なる「教師と生徒」の関係を全く超えた関係に

なっていました。

いつだったか、先生が我が子の進路で悩む父親から相談を受けた際、「子供がバ

カでは困るけれど、賢くなりすぎると親元を離れていってしまうから、そんなに勉

強ばかりをさせる必要はない」と答えていたことがありましたが、或いは実際にと

ても優秀で立派に独立なさっている先生の息子さんと、すぐ近くで暮らしていてい

つまで経っても心配を掛けてしまう私のことを―多少の自惚れが許されるならば、
う ぬ ぼ

心のどこかで比較してくれていたのかも知れません。そしてまた、不思議な縁です

が、ショウが過去に、育英学園創立 20 周年の記念誌「育英のあゆみ」に寄せた手記

の中にも、「親の身勝手で無理矢理に子供に勉強をさせるより、まず始めに子供の

素質についてもっと真剣に考慮して、真の子供の将来を思うべきだ」というような

内容が綴られています。今にして思えば、山崎先生とショウは、生きた時代や男女
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の別こそあれ、一人の人として、父として母として、似ていたのかも知れません。

しかし、つくづく身勝手な話ですが、私は時折、そんな「父親」の愛情を、少な

からず 煩 わしく感じていたことも事実でした。
わずら

と言うのも、先生は本当に、何かに付け私に電話をしてきました。例えばある時、

小説の執筆をすることになったと言った先生は、その為に「物語の舞台となる場所

を実際に訪れなあかんから、お前も付き合え」と、私を連れて広島まで行き…。ま

たある時は、私が当時、衆議院議員であった鍵田忠兵衛くんの誘いで東京の国会議

事堂を訪れると知り、「俺も連れて行け。お前には他にももっと行っとくべき場所

がある」と付いてきたり…。

実際、先生はご自身が熱心な勉強家で、例えば日本最初の乗り合いバスをテーマ

にした小説を書くとなった際は、車どころか免許すら持っていないにも関わらず、

自らの家で自動車のエンジンを分解し、組み立て、その構造を一から勉強したり。

かと思えば仕事で上海に行く予定の私に便乗して中国まで行き、そこから通訳も付

けずに中国の歴史家の墓を訪れたり。「岡倉天心」について調べると言った時には、
おかくらてんしん

何が書かれているのかも分からないような古い資料を漁ったり。正直、私にとって

は「どうしてそこまでするのか」と呆れるほどに積極的な人でした。

「植田、お前はもっと勉強せぇ」

「自分から色んなことを知ろうと努力せぇ」

「分からんことや疑問に思うことがあれば、徹底的に調べて考えろ」

山崎先生が度々、私に説いていた言葉の数々を、その真意を、どうしてその時の

私はもっと深く考えて、ちゃんと知ろうとしなかったのか、今でも時折、悔しくな

ります。

…植田、病院に来てくれへんか？ お前の顔を見たいんや。

体を壊して大学病院に入院していた先生から、そんな内容の電話が来たのは、突

然のことでした。先生の体もまた、高蔵のようにガンに冒されていました。

そして 2016 年、つまり今年の 6 月、先生は自らの意思でホスピス病棟への入院を

決めました。

6 月の末、私の携帯電話に先生からの着信がありました。

「ちょっと来てくれ」

どうして私を呼ぶのか、詳しい理由も言わずにそう告げられて、とにかく私は何

とか時間を作り、先生の入院先へと急ぎました。7 月が始まり、その日はとても良

く晴れた夏日でした。

しかし、いざ病院の受付へ行くと、看護師から「ご家族以外の方は面会出来ませ

ん」

私は思わずかっとしそうになる己を抑え、努めて冷静に、自分が先生から呼ばれ

てきたことを説明しました。すると看護師は「…確認して参りますので、少しお待

ち下さい」と、私一人をそこに残して去っていきました。
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看護師が再び受付に戻ってくるまでの間、長かったのか、それとも短かったのか、

実際のところはまるで覚えていません。でも、彼女が戻ってきて、「2 階の○○室で

す」と教えられた後、静かな廊下を進んで階段を上り、ようやく先生の病室に入っ

た時のことは、はっきりと覚えています。

（…ガリガリや）

ベッドから起き上がり、傍らに立つ奥様と一緒に、いつもの笑顔で私を迎えてく

れた先生を見て、私は何よりもまずそう思いました。笑い方も、口調も、何もかも

がいつも通りなのに、先生の姿だけは、あれほどの活力で満ちていたとは思えない

ほど、やせ細り、それはいかにも病人でした。

記念誌【奈良育英学園の百年】の資料編には、高蔵やショウ、またその子供達だ

けでなく、歴代の校長や教師らの手記も載せられていますが、そこには山崎先生と

同じくガンに冒された高蔵が、大正十三年春、初代校長として最初の、そして最後

の卒業式と入学式で生徒らに向けて語った時の様子が、多くの人の言葉で語られて

います。かつては白面の美丈夫―今で言う「イケメン」―であった高蔵が、しかし
はくめん び じようふ

最後はやせ細り、頬をこけさせ、けれどその眼差しはとても優しく、あたかもキリ

ストのようであったと、そう語っている人もいました。

でも、それは私が未熟だったからか、私にはどうしても、変わり果てた山崎先生

を見て、そんな美しい表現を思い浮かべることは出来ませんでした。そして、「実

はな、便座の形がいらんねん。病室のトイレは便座が小さぁてな、ウンチがしにく

いねん」と訴える先生の言葉に、脳梗塞により自由に体を動かすことさえ出来なく

なっていた父の姿も重なり、ただただ何かしてやりたいと、遅まきながらそう感じ

ていました。

それからも何度か、先生からの着信で私の携帯電話は鳴りました。でも、電話口

の先生の様子は、痛み止めの薬のせいで意識が朦朧としているのかまるで支離滅裂
し り め つ れ つ

な時と、はたまたそんな状態で電話を掛けてしまった自分を恥じている時が多く、

私はいつでもどんな時でも普段通りに接しようと、必死に努めることしか出来ませ

んでした。

先生がこの世を去ったのは、7 月の終わり頃でした。それは悲しい偶然ですが、

高蔵とショウが心から愛した三男・昌彦を失った季節でもありました。その事実を

私が知ったのは、もっと後のことですが。

大切な人との出会いや別れがどれだけあろうとも、私達が生きている限り、また

その日常も続きます。

7 月が終わり、8 月になり、9 月を迎え、季節は徐々に長い夏から日本の秋へ。高

蔵とショウの絵本の制作は順調のようでした。そして、私が夕食後の団らん時に、

テレビでその番組の再放送を見たのは、ある何でもない日の夜でした。

それは、思想家であり作家でもあった「岡倉天心」をテーマにした番組でした。

岡倉天心？

やけにその名前が気になった私は、その番組を最後まで見終わるやいなや、イン

ターネットを使い「岡倉天心」について色々と調べることにしました。何故だか、
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絶対にそうしなければならないと思いながら。

そうして知ったのは、山崎先生が岡倉天心の研究家として広くご活躍されていた

という事実でした。

「岡倉天心」

あ、そうだ！ 先生がよく口にしていた名前だ！

調べれば調べるほどに、私の知らない山崎先生の経歴が表れて、知れば知るほど

に、先生がいかに多くの場所で活躍していたのかを実感しました。そして私は、と

てもとても大きな後悔に襲われました。

「植田、もっと色んなことに興味を持って勉強せぇ！」

私はどうして、もっと「山崎新珖」という人間に興味を持たなかったのでしょう。

「疑問を感じたら常にその意味を考えろ！」

私はどうして、山崎新珖が何故そんなにも必死に様々なことを学ぼうとするのか、

その意味を考えなかったのでしょう。

「思いを人に伝える努力をせぇ！」

もしも、それらをもっとずっと前から、先生が生きていた時にしていれば、あの

先生のことです、きっと喜んで私により一層に多くのことを語り、学ばせ、教えて

くれたに違いありません。思いを人に伝える努力とは、自分から何かを上手に話そ

うとすることだけでなく、何を伝えるべきなのか、それこそをまずはっきりと「知

ろうとする」ことでもあるのだと！

…本当に、不思議な縁だと感じます。
えん

高蔵とショウにより、私と先生の出会いの場でもある育英学園が生まれて、今年

で百年目。それは同時に、私と先生の別れの年でもありました。また、育英学園は

私だけでなく、同級生であった妻の母校でもあり、ひいては今現在の植田家の「ス

タート地点」とも言えるでしょう。そして創立百年を記念して作られた絵本で、絵

を担当した松田大児くんも育英出身で、またそもそも彼を紹介するきっかけとなっ

た英会に僕を誘ったのも、僕と同じく新入生としていきなり山崎新珖という魅力的

な担任を持った鍵田忠兵衛くんで―

こんな繋がりを挙げればキリがないと、改めて育英学園の創立からの百年間と、

また確かにその一部を作った私達や山崎新珖先生について、知れば知るほどに実感

します。

でも、それはきっと、単なる偶然ではないのでしょう。むしろ、この世界は必ず

どこかで何かが繋がっているのです。ただ、それは、自らそれを知ろうとする人に

しか、その存在を教えてくれないだけで。

絵本の後半で、ショウが後に語った、こんな言葉が記されています。

“…なやみ苦しみは、たえしのぶ心をつくり、

たえしのぶ心は、深く知る心をつくり、

深く知る心は、明るい未来を思う心をつくり、

明るい未来を思う心は、美しい世をつくります…”
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山崎先生が育英学園の歴史について知っていたのかどうか、それこそ今となって

は知る由もありませんが、それでも、きっとあの人であれば、一度くらいは調べて

いたに違いない気がします。そしてまた【奈良育英学園の百年】の資料を読むと、

ショウが「後悔を後悔で終わらせるのでなく、それを新しいことを学ぶ糧とせよ」

というようなことを語っていたことも知れます。

改めて申しますが、私は山崎先生の死に、何より、それまでの間に先生のことを

もっと深く知ろうとしていなかった自分自身に、とても大きな後悔と憤りを感じて

います。

しかしながら、それをただの後悔で終わらせていたとすれば、或いはそもそもこ

んな風に育英学園の歴史や先生の功績をきちんと学ぶことさえなかったかも知れま

せん。

「惜しい人を亡くしたね」

そんな言葉で過去を片付けて、先生のことさえも、たまに都合良く昔を振り返る

材料に使っていたかも知れません。

かつて、宗教学の教諭として学園の敷地内に暮らし、やがては副校長も務め、ま
きようゆ

た偶然にも私の母の知人であり、当時まだ中学生だった私に校舎を案内してくれた

故三谷久男氏は、1968 年 11 月 18 日発行の学園通信第七号の中で、ショウの臨終の

様子を語っています。

昭和十七年、いよいよその命の灯が尽きようかという時、「お母さんしっかりし

て」と言う子供達に対して、ショウはなんと「しっかりするのはあなた方や」と返

してから、安らかに息を引き取ったそうです。

何ともショウらしいと感じるお話ですが、それは同時にあの世から山崎先生が私

に伝えてきた最後の教えにも感じられるのです。

「植田、しっかりせえ！」

しょっちゅう叱られながら、たまに「鬱陶しいな」と思う時もあったけれど、そ
うつとう

れでもきっと私自身が自覚する以上に沢山のことを教えられて。私にとってはどの

先生以上に「先生」で、また早くに死んだ父と同じように「父親」で、そんな、山

崎新珖という名の一人の人間から、植田昌孝という一人の「生徒」で「息子」へと
うえだまさたか

与えられた最後の“授業”。

何とも大げさで、突拍子のない考えでしょうか？

でも、あの、いつだって誰よりも積極的で、そうと決めたら何があっても一途に

突き進んでいた人ならば、それくらい笑ってこなしてしまいそうだと、そう信じら

れて仕方ないのです。

〈了〉

【追記】

今年 11 月、長きにわたって英会の会長職を務められていた中島壽博氏がご逝去さ

れました。謹んでお悔やみを申し上げます。


